
　認知症は、誰にでもなる可能性のある病気です。自分自身が認知症にならなくても、家族や親戚、友人など
身近な人が認知症になることがあります。だからこそ、認知症を「他人ごと」ではなく、「自分ごと」として考え
ることが大切です。
　地域包括支援センターでは、認知症について正しく理解し、思いやりの
ある関わり方を学ぶことで、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指して
います。
　今回、清水小学校の4年生を対象に「認知症キッズサポーター養成講座」
を実施しました。
　子どもたちからは、「関わるときには“おどかせない・いそがせない・じ
そん心を傷つけない”という3つの『ない』が大切だと分かった」「認知症
を予防するためにも、日頃から食事をしっかりとって運動することが大事だと思った」など、多くの感想が寄せら
れました。
　認知症サポーターとは、特別な活動をする必要はなく、一人ひとりができる範囲で理解と支援を広げる応援者
です。講座を通して認知症について正しく学び、地域や職場、家庭で支え合う力を身につけてみ
ませんか。
　一般向けの認知症サポーター養成講座を令和8年9月16日（水）午後2時～3時30分に開催しま
す。90分受講していただいた方には「認知症サポーターカード」が交付されます。どなたでも無料
で受講できますので、お気軽にお問い合わせください。詳細は久米島町役場ホームページをご覧くだ
さい。

　介久米島町の介護予防事業「りっか！りっか！貯筋」の利用者6名が、
このたび卒業を迎えました。
　3か月間の短期集中プログラムとして、「いきいき100歳体操」や
リハビリ専門職との個別面談、栄養・介護予防に関する学習会など
に取り組み、それぞれの目標に向かって過ごしてきました。
この期間を通じて、
●「いきいき100歳体操」に取り組んでから、肩の痛みが軽減された。
また、歩行が安定した。

●持病と付き合いながら、無理のない範囲で体操を続けることや、時
には休むことも大切だと知ることができた。
●栄養相談を通して、自分に合った食事のとり方を知ることができた
●卒業後は、通いの場（体操サークル）へ参加し、いきいき100歳体
操を地域の皆で継続したい。

など、それぞれが効果を実感し、心身ともに前向きな変化がみられまし
た。
　卒業後もプログラムで学んだことを日々の生活に取り入れながら、
自分らしく元気に過ごしていただければと思います。

福祉課　地域包括支援センター　 ☎985-7124お問い合わせ

～元気な自分を取り戻す、期間限定の介護予防プログラム～

りっか！りっか！貯筋 卒業生

地域の応援者！認知症サポーター★

久米島町
ホームページ
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令和８年８月から高額療養費制度が見直されます

長期にわたる治療が必要な方のセーフティネット機能の強化長期にわたる治療が必要な方のセーフティネット機能の強化

高額療養費
制度とは

ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支払った額を
払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。

※高額療養費制度の見直しは令和８年度と令和９年度の２段階にわけて実施します。
下の表は令和８年８月から令和９年７月までの内容です。令和９年８月以降の見直しについては、厚生労
働省ウェブサイトをご参照ください。

※1 年収約200万未満である者は、令和9年8月以降、多数該当の金額が引き下がる(44,400円→34,500円)
※2 年収約200万未満であることが確認できた者は、年間上限41万円を適用し、令和9年8月以降に償還払い
　上限は所得等に応じて異なります。詳細は厚生労働省のウェブサイトをご覧ください。

高額療養費制度の上限額（令和８年８月から令和９年７月まで）高額療養費制度の上限額（令和８年８月から令和９年７月まで）

お問い合わせはご加入の保険者まで
●健康保険組合、全国健康保険協会、共済組合　　　●国民健康保険組合
●沖縄県後期高齢者医療広域連合　　　　　　　　　●久米島町役場福祉課（国民健康保険担当、後期高齢者医療担当）

※年間とは８月から翌年７月までをさします。
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